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　下のグラフはある縦波の媒質の各時刻（秒）の変位（P）を表したものである。

各媒質は周期�V，振幅�Pの単振動をしているものとする。
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下のグラフは各時刻の波形を示している。各媒質の縦波を黒点であらわせ。
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 解説

　下のグラフはある縦波の媒質の各時刻（秒）の変位（P）を表したものである。

各媒質は周期�V，振幅�Pの単振動をしているものとする。
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下のグラフは各時刻の波形を示している。各媒質の縦波を黒点であらわせ。
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１の各時刻の黒点の位置を下の格子上に書き込み，各媒質の動きを滑らかにつなげ。
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右の正弦波形は縦波に

おける媒質の右方向の

変位を上に、左方向の

変位を下に変更するこ

とによって得られたグ

ラフである。

　白丸は各媒質の標準の

位置であり、媒質の変位はこの位置からの変位である。

このとき、グラフの瞬間の媒質の位置を黒点であらわせ。
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右図のようになる。
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下の図の黒点はある瞬間の縦波の媒質の位置を表しており、白点はその媒質の標準の位置

を示している。このとき、右向きの変位を上向きに、左向きの変位を下向きに変換したグ
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ラフを書け

�印は見えないところも

あるが�目盛りごとに

等間隔に並んでいる。
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右図はある瞬間の正弦波形を

あらわしている。図中の黒点

はこの瞬間の媒質の位置を示し、

白点は波がないときの媒質の

位置を表している。

以下の条件を満たすのはどの

媒質か$～-の記号で答えよ。

���　変位０の媒質

���　静止している媒質

���　最も速く動いている媒質。

���　最も大きく加速している媒質。

���　加速度が�になっている媒質。

���　位相が０になっている媒質。

���　上向きに最も速く動いている媒質。

���　上向きの加速度が最大になっている媒質。
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右図の黒点は現在の媒質の

位置を表し、白点は波がない

ときの媒質の位置を表してい

る。　次の条件を満たす媒質を

$～,の記号で答えよ。

���　変位０の媒質

���　静止している媒質

���　最も速く動いている媒質。

���　最も大きく加速している媒質。

���　加速度が�になっている媒質。

���　位相が０になっている媒質。

���　右向きに最も速く動いている媒質。

���　右向きの加速度が最大になっている媒質。

���　密度が最大になっている媒質

����　密度が最小になっている媒質。

����　圧力が最大になっている媒質。
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[�

�\

�2

右図のようになる。

 解説

���　変位�の媒質は、\座標が�の黒点の媒質である。　$�(�,

���　媒質が静止するのは最上端か最下端である。よって、&�*

���　変位�のときが速さが最大となる。　よって、$�(�,

���　媒質は変位が大きいほど加速度が大きい　よって、&�*

���　速度が最大のとき加速度�である。つまり、変位が�の媒質である。

　　よって、$�(�,
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変位�の位相が��と����

である。$�(、,は位相�か

����である。どちらかの判断は

微小時間後、上に動くか

下に動くかで判断すると良い。

上に動けば位相�で、下に動

けば位相����である。

破線のグラフは微小時間後のグラフである。これを見ると、上に動いているのが(である

から、位相�の媒質は(となる。

���　最も速く動いているのは変位�のところであるので、$�(�,のどれかであるが、上向

きに動いているのは���により(であることが分かっているので、(

���　加速度が最大になるのは&�(であるが、&は最上端にあるので下向きに加速し、*は

最下端にあるので、上向きに加速する。よって、*

 解説
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縦波の場合、媒質の変位が

分かりにくいので、横波の形に

直してから考えると良い。

���～���は前問と全く同じ理由

により

���　$�(�,

���　&�*

���　$�(�,　���　&�*　���　$�(�,　���　(

���、���は右向きに変化する媒質を問うているが、右向きはこの図では上向きとなる。その

ため、前問と同じ理由により

���　(　　���　*

���　最も密度の高い媒質は縦波の黒点の配置を見ればすぐに分かる。　(

����　���と同じく　$�,

����　気体は密度が高いほど圧力が高い（比例関係）。最も圧力が高いことは最も密度が

高いことと同じである。よって、　(
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